
含
め
た
移
住
・
定
住
政
策
を
展
開

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
構
想
の

中
身
は

①
安
心
ハ
ウ
ス

︵
高
齢
者
の

方

々

が

安

心
・
安
全
・

快
適
に
住
む

こ
と
が
出
来

る
良
質
な
建

物
。
種
類
に
よ
っ
て
は
住
宅

型
・
施
設
型
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
型
や
訪
問
介
護
事
務
所
を
併

設
し
た
も
の
な
ど
︶
認
定
制
度

を
制
定
し
、
民
間
活
力
に
よ
り

普
及
促
進
し
て
い
る
。︶

②
優
良
田
園
住
宅
︵
農
山
村
地
域
、

都
市
の
近
郊
そ
の
他
良
好
な
自

然
環
境
を
形
成
し
て
い
る
地
域

に
所
在
す
る
一
戸
建
て
の
住

宅
。
市
有
地
の
跡
地
を
活
用
し

た
民
間
開
発
に
よ
る
建
設
事
業

を
進
め
て
い
る
。

参
考：

土
地
価
格
　
坪
単
価
三

七
〇
〇
〇
円
程
度
。︶
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や
高
速
道
路
の
利
用
に
よ
り
約
90

分
の
距
離
に
位
置
し
て
お
り
、
海

と
山
と
湖
に
囲
ま
れ
た
田
園
風
景

が
広
が
る
街
は
、
豊
か
な
自
然
環

境
と
四
季
を
通
じ
て
温
暖
な
こ
と

か
ら
﹁
北
の
湘
南
﹂
と
称
さ
れ
、

多
く
の
移
住
者
が
訪
れ
る
な
ど
、

快
適
移
住
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、
少
子

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
市
民
・
高

齢
者
が
心
豊
か
で
安
心
・
安
全
に

暮
ら
せ
る
﹁
自
主
自
立
の
ま
ち
づ

く
り
﹂
を
目
指
し
、
﹁
伊
達
ウ
ェ

ル
シ
ー
ラ
ン
ド
構
想
﹂
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
官
民
協
同
で
取
り
組

み
、
積
極
的
に
﹁
人
の
誘
致
﹂
を

人
が
訪
れ
特
産
品
や
お
土
産
品
の

販
売
、
市
民
・
旅
行
者
の
藍
染
体

験
な
ど
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

翌
日
、
本
題
の
研
修
の
た
め
市

庁
舎
を
訪
れ
担
当
者
の
方
か
ら
次

の
通
り
詳
し
い
説
明
を
受
け
な
が

ら
懇
談
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
伊
達
市
の
概
要
で

す
。
明
治
３
年
仙
台
藩
か
ら
集
団

移
住
し
、
北
海
道
に
お
い
て
は
と

り
わ
け
古
い
歴
史
と
伝
統
文
化
を

有
し
道
都
札
幌
市
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ

11
月
の
予
定
で
し
た
が
、
伊
達

市
と
日
程
の
調
整
が
つ
か
ず
１
月

︵
13
日
〜
14
日
︶
の
寒
い
時
期
の

視
察
と
な
り
ま
し
た
。
一
行
は
柴

田
団
長
他
３
名
で
す
。

出
発
当
日
、
悪
天
候
で
列
車
が

遅
れ
途
中
で
中
止
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
ま
し
た
。

ど
う
に
か
一
汽
車
遅
れ
で
現
地

に
到
着
、
時
間
の
都
合
で
翌
日
に

予
定
さ
れ
て
い
た
道
の
駅
だ
て
歴

史
の
杜
﹁
黎
明
館

れ
い
め
い
か
ん

﹂
の
見
学
と
な

り
ま
し
た
。
藍
工
房
・
刀
鍛
冶
工

房
が
併
設
さ
れ
た
物
産
館
で
、
エ

リ
ア
内
に
は
文
学
記
念
館
、
開
拓

記
念
館
な
ど
も
あ
り
、
年
間
15
万

③
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
︵
自
動
車
運

転
し
な
い
方
々
が
、
負
担
が
少

な
く
安
心
し
て
利
用
で
き
る
新

し
い
交
通
手
段
と
し
て
、
会

員
・
予
約
制
の
乗
合
い
タ
ク
シ

ー
事
業
。
移
送
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
な
く
、
買
物
代
行
な
ど
の
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
付
加
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
提
供
。︶

●
運
行
区
域：

市
内
全
域

●
運
行
日：

月
曜
日
〜
土
曜
日

︵
祝
祭
日
を
除
く
︶

●
運
行
時
刻：

午
前
８
時
00
分
〜

午
後
６
時
00
分

●
受
付
方
法：

前
日
の
電
話
予
約

に
よ
る

●
対
象
者：

満
60
歳
以
上
の
方

で
、
自
分
で
乗
り
降
り
す
る
こ

と
が
可
能
な
方

●
運
賃：

同
一
地
区
及
び
隣
接
地

区
へ
の
移
動
は
五
〇
〇
円
、
以

降
１
地
区
毎
に
五
〇
〇
円
ず
つ

の
加
算

＊
一
部
地
域
に
つ
い
て
は
、
市
中

心
部
へ
の
往
復
に
つ
い
て
市
よ

り
助
成
金
あ
り
。︶

札幌

伊達市

④
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
︵
市
民
を

は
じ
め
道
内
外
の
移
住
希
望
者

へ
の
情
報
発
信
、
各
種
紹
介
、

相
談
、
生
活
支
援
な
ど
多
方
面

に
渡
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
一

元
化
機
能
を
持
っ
た
セ
ン
タ
ー

で
、
地
元
の
Ｉ
Ｔ
関
連
会
社
が

運
営
。︶

⑤
移
住
促
進
事
業
︵
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
の
設
置
、
移
住
体
験
、

各
種
Ｐ
Ｒ
を
実
施
。︶

⑥
心
の
伊
達
市
民
︵
全
国
か
ら
伊

達
の
応
援
団
を
募
る
取
組
み

で
、
会
員
を
通
じ
て
の
市
の
Ｐ

Ｒ
、
組
織
へ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

な
ど
行
い
、
会
員
に
は
﹁
心
の

伊
達
市
民
﹂
の
住
民
票
・
名

刺
・
年
会
費
︵
一
〇
〇
〇
円
︶

に
応
じ
た
特
産
品
の
送
付
な
ど

の
特
典
を
与
え
て
い
る
。︶

以
上
多
岐
に
わ
た
り
取
り
組
ま

れ
、
こ
の
よ
う
に
我
が
町
に
無
い

施
策
を
積
極
的
に
や
っ
て
い
る
。

そ
の
他
﹁
農
林
漁
業
﹂
は
、
複

合
経
営
、
有
機
物
資
源
の
堆
肥
化
、

除
間
伐
材
を
原
料
と
し
木
質
ペ
レ

ッ
ト
の
生
産
、
育
て
る
漁
業
の
推

進
な
ど
の
取
組
み
が
さ
れ
て
い
る
。

﹁
観
光
﹂
は
、
伊
達
武
者
ま
つ

り
・
有
珠
磯
ま
つ
り
・
だ
て
物
産

ま
つ
り
・
春
一
番
伊
達
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
各
種
イ
ベ
ン

ト
、
文
化
・
体
験
型
観
光
の
推
進
、

洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ
パ
ー
ク
に
よ

る
ジ
オ
サ
イ
ト
や
、
縄
文
遺
産
の

活
用
な
ど
で
観
光
客
を
取
り
込
ん

で
い
る
。

こ
れ
ら
各
分
野
で
の
施
策
を
町

で
も
考
え
、
習
い
、
あ
る
一
部
分

で
も
推
進
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
少

し
で
も
住
民
・
町
の
為
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

帰
り
も
、
又
、
列
車
の
遅
れ
で

乗
り
継
ぎ
駅
を
変
更
し
、
終
始
、

時
間
と
の
戦
い
で
あ
っ
た
。

研
修
参
加
者：

柴
田
　
正
高

阿
部
　
栄
悦

見
上
　
政
子

腰
山
　
良
悦

職
員
か
ら
説
明
を
受
け
て
い
ま
す

安心ハウス

黎明館の刀鍛冶工房


